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射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
事
業
の
一
環
と
し

て
射
水
市
推
進
委
員
会
と
射
水
保
護
司
会
の

学
校
部
会
が
中
心
と
な
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
を

通
し
て「
非
行
や
犯
罪
の
な
い
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
射
水
市
内
の
小
学
校
十
五
校
、

中
学
校
六
校
か
ら
、
作
文
（
千
二
百
十
三

点
）、
ポ
ス
タ
ー
（
三
百
六
十
六
点
）、

標
語
（
四
百
十
七
点
）
を
合
わ
せ
て
、

千
九
百
九
十
六
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
優
秀
賞
を
次

の
通
り
決
定
し
、表
彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
に
名
簿
掲
載
）

　

作
文
の
部　
　
　

11
名

　

ポ
ス
タ
ー
の
部　

12
名

　

標
語
の
部　
　
　

12
名

　

は
じ
め
に
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

射
水
市
推
進
委
員
長
夏
野
元
志
市
長
が
挨

拶
、
大
利
文
雄
富
山
保
護
観
察
所
長
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
、夏
野
元
志
市
長
よ
り
入
賞
者

ひ
と
り
ひ
と
り
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
次
の
四
名
の
方
々
に
富
山
県
推

進
委
員
会
へ
の
推
薦
作
文
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
中
太
閤
山
小
学
校

　
　
　
　
　
　
六
年
　
川
　
渕
　
　
遥
さ
ん

　『
親
切
の
リ
レ
ー
』

●
大
門
小
学
校

　
　
　
　
　
　
六
年
　
塚
　
元
　
　
葉
さ
ん

　『
花
を
植
え
よ
う
』

●
新
湊
南
部
中
学
校

　
　
　
　
　
二
年
　
片
　
岡
　
萌
々
音
さ
ん

　『
思
い
や
り
の
大
切
さ
』

●
射
北
中
学
校

　
　
　
　
　
三
年
　
橋
　
本
　
笑
　
里
さ
ん

　『
本
当
の
友
だ
ち
』

　

発
表
を
聴
い
て
、
家
族
や
、
友
人
、
学
校

や
地
域
の
人
々
と
関
わ
る
こ
と
で
、
感
じ
た

り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
に
発
展
し
日
常
の
中
で
成
長

し
て
い
く
姿
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
配
信
さ

れ
、　

本
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
は
毎
年
、

中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
の
優
秀
作
品
と

と
も
に
作
品
集
と
し
て
発
行
し
、
関
係
機
関

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
十
月
四
日（
日
）、第

六
十
五
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

射
水
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
射
水
市

高
周
波
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
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月曜日から金曜日
午前９時30分～午後３時30分まで
企画調整保護司が交代で常駐しています。

第65回「社会を明るくする運動」射水市作品コンテスト

優秀賞35名を表彰



中
太
閤
山
小
学
校　

６
年　

川　

渕　
　
　

遥

大
門
小
学
校　
　
　

６
年　

塚　

元　
　
　

葉

片
口
小
学
校　
　
　

６
年　

中　
　
　

遥　

菜

作
道
小
学
校　
　
　

５
年　

山
崎　
　

菜　

々

小
杉
小
学
校　
　
　

５
年　

野　

上　

心　

花

太
閤
山
小
学
校　
　

６
年　

高　

松　

愛　

奈

新
湊
南
部
中
学
校　

２
年　

片　

岡　

萌
々
音

射
北
中
学
校　
　
　

３
年　

橋　

本　

笑　

里

小
杉
中
学
校　
　
　

３
年　

嶋　
　
　

結
理
子

小
杉
南
中
学
校　
　

２
年　

夏　

住　

文　

梨

新
湊
中
学
校　
　
　

２
年　

縄　

井　

若　

菜

作
道
小
学
校　
　
　

５
年　

長　

田　

映　

佑

小
杉
小
学
校　
　
　

６
年　

中　

川　

紅　

海

堀
岡
小
学
校　
　
　

５
年　

原　

田　

莉　

沙

金
山
小
学
校　
　
　

５
年　

水　

上　
　
　

楓

東
明
小
学
校　
　
　

５
年　

岡　

田　

恵　

祐

下
村
小
学
校　
　
　

６
年　

山　

口　

円　

香

東
明
小
学
校　
　
　

５
年　

海　

野　

凛
々
子

大
門
小
学
校　
　
　

５
年　

土　

合　

美　

佑

塚
原
小
学
校　
　
　

５
年　

荒　

瀧　
　
　

葵

大
島
小
学
校　
　
　

５
年　

棚　

元　

祐　

吏

小
杉
小
学
校　
　
　

６
年　

金　

子　

蒼　

奈

新
湊
南
部
中
学
校　

３
年　

木　

谷　

凪　

咲

放
生
津
小
学
校　
　

６
年　

鳥　

取　
　
　

瞳

作
道
小
学
校　
　
　

６
年　

宮　

崎　
　
　

翼

堀
岡
小
学
校　
　
　

４
年　

村　

田　

宏　

樹

東
明
小
学
校　
　
　

４
年　

岩　

井　

蓮
太
朗

塚
原
小
学
校　
　
　

５
年　

明　

石　

健　

吾

小
杉
小
学
校　
　
　

４
年　

西　

田　

夢　

杏

歌
の
森
小
学
校　
　

４
年　

大　

坪　

結　

愛

中
太
閤
山
小
学
校　

５
年　

仕　

切　

優
那
泉

下
村
小
学
校　
　
　

５
年　

澤　
　
　

李
緒
菜

大
門
小
学
校　
　
　

４
年　

石　

井　

の
ど
か

大
島
小
学
校　
　
　

４
年　

川　

原　

歩　

太

新
湊
中
学
校　
　
　

２
年　

手　

林　

奈　

央

■
作
文
の
部

■
ポ
ス
タ
ー
の
部

■
標
語
の
部

　
　
　
　
　
学
校
部
会　
谷　
川　
義　
昭

　

今
年
で
三
年
目
に
な
る
薬
物
乱
用『
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。』
教
室
が
九
月
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。
射
水
市
教
育
委
員
会
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
市
内
十
四
小
学
校
、
八
六
二
名

の
六
年
生
を
対
象
に
、
新
湊
・
小
杉
・
大
門

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
協
同
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

二
十
七
年
十
一
月
に
京
都
市
内
の
小
学

生
が
大
麻
を
使
用
し
た
と
の
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
ニ
ュ
ー
ス
や
、
薬
物
事
犯
検
挙
者
は

い
ま
だ
に
一
万
二
千
人
前
後
を
推
移
す
る

な
ど
、
薬
物
乱
用
に
関
す
る
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
で
は
覚
せ
い
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第
六
十
四
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

小
学
校
で
薬
物
乱
用
の

　
　
　
　
怖
さ
伝
え
る

射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
　
優
秀
賞
者
氏
名

▲　会場入り口に、優秀作品を展示

▲　しっかり学ぼうとする姿勢が伝わってきます

剤
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
も
簡
単
に
手
に

入
る
よ
う
に
な
り
、

薬
物
の
汚
染
は
私
た

ち
の
身
近
に
せ
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
ま
ず

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映

し
、
薬
物
の
怖
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
薬
物
乱
用
防
止
認
定
講
師
が
分
か
り

や
す
く
、教
本
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し
て
、

薬
物
乱
用
が
心
身
に
及
ぼ
す
深
刻
な
影
響
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
強
調
さ
れ
る
の
は
、
安
易
な
気
持
ち

で
先
輩
や
友
達
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
試
し
て
み

な
い
」「
一
回
だ
け
な
ら
平
気
さ
」「
眠
気
が

取
れ
て
勉
強
が
で
き
る
よ
」
と
進
め
ら
れ
て

も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
と
断
る
勇
気
が

大
切
で
あ
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
は
心
も

身
体
も
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な
り
、
君
た
ち
の
ス

テ
キ
な
脳
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
一
度
破
壊

さ
れ
た
脳
は
二
度
と
元
に
は
戻
れ
な
い
こ
と
。

　

更
に
薬
物
は
持
っ
て
い
て
も
使
っ
て
も
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」「
犯
罪
で
す
」
と
い
う
こ
と
。

　

最
後
に「
薬
物
乱
用
は
」「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

を
み
ん
な
で
三
回
繰
り
返
し
て
唱
え
、
薬
物
乱

用
防
止
教
室
は
終
わ
り
ま
す
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
、
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

人
生
や
幸
せ
を
心
か
ら
応
援
し
て
い
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
美
貴
子

　

社
会
貢
献
活
動
は
保
護
観
察
対
象
者
に
地
域

社
会
の
役
に
立
つ
活
動
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
己
有
用
感
、
規
範
意
識
、
社
会
性
の
成

長
を
促
し
、
改
善
更
生
、
再
犯
防
止
を
図
る
も

の
で
す
。実
際
の
活
動
と
し
て
は
保
護
監
察
官
、

保
護
司
や
更
生
保
護
女
性
会
員
ら
が
保
護
観
察

対
象
者
と
一
緒
に
受
け
入
れ
施
設
で
あ
る
福
祉

施
設
の
清
掃
活
動
や
、
公
共
の
場
所
で
の
美
化

活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
社
会
の
役
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
体
験
し
、
ま
た
、
周
り
の
人
と
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と
か
ら
、
保
護
観
察
対
象

者
の
社
会
で
の
孤
立
を
防
ぎ
、
立
ち
直
り
を
支

援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

社
会
貢
献
活
動
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、

保
護
観
察
処
遇
の
一
環
と
し
て
、
試
験
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
六
月

に
改
正
更
生
保
護
法
が
成
立
し
、
特
別
遵
守
事

項
に
定
め
る
事
項
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
を
一

定
期
間
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
二
十
七

年
六
月
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
社
会
貢
献
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
標
記
研
修
会
が
平
成
二
十
七
年
十
一
月

十
六
日
婦
中
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
の
社
会
貢
献
活
動
担
当
保
護
司

四
十
一
名
の
出
席
が
あ
り
射
水
保
護
区
か
ら
は

八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
利
富
山
保
護
観
察
所
長
と
米
澤
富
山
県
保

護
司
会
連
合
会
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ
の
後
、
堀

田
統
括
保
護
観
察
官
が
富
山
県
内
に
お
け
る
平

成
二
十
六
・
二
十
七
年
度
実
施
状
況
と
今
後
の

活
動
計
画
、
活
動
場
所
と
実
際
の
進
め
方
等
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
担
当
保
護

司
の
役
割
等
に
つ
い
て
、
地
区
に
お
け
る
現
状

を
ふ
ま
え
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
一
人
の
対
象
者
に
原
則
五
回
の
活
動
を
概

ね
六
ヵ
月
以
内
に
実
施
す
る
た
め
、
活
動
場
所

や
内
容
に
よ
っ
て
は
担
当
保
護
司
や
協
力
者
の

負
担
が
大
き
く
な
る
」「
様
々
な
経
験
も
良
い
」

「
対
象
者
は
最
初
戸
惑
っ
て
い
て
も
、
活
動
後

は
す
っ
き
り
し
た
、
満
足
し
た
と
い
う
印
象
を

う
け
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
社
会
貢
献
活
動
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
お
互
い
の
立
場
か
ら
忌
憚
の
な
い
意

見
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
社
会

貢
献
活
動
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日

新
湊
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、「
み
ん
な

で
考
え
る
高
齢
者
の
万
引
き
防
止
」

と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
日
本
大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍

ら
、
財
団
法
人
都
市
防
犯
研
究
所
主

任
研
究
員
・
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事

で
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
万
引
き
も
、
高

齢
の
特
殊
詐
欺
被
害
者
も

根
っ
こ
は
同
じ
、
孤
独
と
不

安
感
を
抱
え
て
い
る
こ
と
だ

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
顔
見

知
り
が
い
て
、
声
を
掛
け
合

い
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
。
困
っ
た
と
き
に
は
行

政
も
含
め
て
地
域
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ
が
高
齢

者
が
加
害
者
や
被
害
者
に
な
る
こ
と

を
防
ぎ
、
ひ
い
て
は
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
繋

が
る
こ
と
。
具
体
例
を
引
き
な
が
ら
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
和
や

か
な
雰
囲
気
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
保
護

司
に
現
在
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

今
後
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
保
護
司
に
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
、
た
く
さ
ん
の
課
題
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
今
後
の

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

射　水　更　生　保　護

更
生
保
護
特
別
講
座

「
み
ん
な
で
考
え
る
高
齢
者
の
万
引
き
防
止
」

社
会
貢
献
活
動
担
当
保
護
司
特
別
研
修
会
に
参
加
し
て

講
師
　
尾
　
田
　
清
　
貴

（3）平成28年２月１日発行 第20号



射　水　更　生　保　護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
　
岸
　
潤
　
子

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
、富
山

市
の
高
志
会
館
で
会
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　

　

今
回
の
研
修
は
、更
生
保
護
女
性
会
に
お

け
る
課
題
で
あ
る
新
規
会
員
の
獲
得
や
、他

機
関
・
団
体
と
の
効
果
的
な
連
携
に
つ
い
て
、

地
域
の
課
題
解
決
等
で
用
い
ら
れ
て
い
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
議
論
を
行
う
こ
と

で
、そ
の
手
法
を
習
得
し
、ま
た
会
員
相
互
の

情
報
交
換
、問
題
意
識
の
共
有
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、富
山
保
護
観
察
所
保
護
観
察
官
の

射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

■
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　
　
　
　
会
員
研
修
に
参
加
し
て

平成28年２月１日発行（4）第20号

と
の
関
わ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
し
、更
女
と
し
て
の
意

識
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ル
ー
ル
と

進
め
方
を
聞
き
、十
人
一
組
の
十
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、二
つ
の
テ
ー
マ
「
会
員
の
確
保

と
更
生
保
護
女
性
会
の
在
り
方
」「
他
の
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
」に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

私
の
グ
ル
ー
プ
は
「
保
護
司
会
と
の
連
携

の
在
り
方
」に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、保
護
司
会
と
ど
の
よ
う
な
活
動

を
一
緒
に
行
っ
て
い
る
か
現
状
把
握
を
し

た
と
こ
ろ
、社
明
運
動
、研
修
会
、ミ
ニ
集
会
、

社
会
貢
献
活
動
、広
報
活
動
、意
見
交
換
会
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
共
に
や
っ
て
い
る

と
い
う
現
状
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

次
に
、一
緒
に
活
動
を
進
め
る
上
で
感
じ

て
い
る
課
題
・
問
題
点
に
つ
い
て
率
直
に
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。「
保
護
司
の
下
に
位

置
づ
け
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」「
補
助

金
を
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
仕
方
が
な
い
」「
意

見
交
換
を
行
い
お
互
い
の
活
動
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
」「
も
と
も
と
役
割
が
違

う
し
、更
女
が
主
体
性
を
も
っ
て
活
動
す
る

の
で
良
い
の
で
は
な
い
か
」な
ど
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
誇
り
を
持
っ
て
主
体
的
に
活
動
し

つ
つ
、お
互
い
の
立
場
の
重
要
性
を
理
解
し

て
、必
要
に
応
じ
て
連
携
し
活
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と
い
う
合
意
を
導
き

出
し
ま
し
た
。

　

今
回
、初
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

会
議
に
参
加
し
ま
し
た
が
、二
時
間
半
、和
気

あ
い
あ
い
と
活
発
に
意
見
交
換
が
で
き
、各

地
区
で
行
っ
て
い
る
更
女
の
活
動
や
保
護
司

藤
田
一
氏
か
ら
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
」の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
は
、互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、参
加
者

全
員
の
合
意
を
導
き
出
す
会
議
の
手
法
。進

め
る
上
で
の
心
得
と
し
て
、

（
一
）全
員
が
主
体
的
に
関
わ
る

（
二
）参
加
者
全
員
の
意
見
を
大
切
に
す
る

（
三
）た
く
さ
ん
の
意
見
を
出
し
合
っ
て
良
い

　
　
意
見
を
導
き
出
す

（
四
）意
見
を
聴
き
合
う
場

（
五
）時
間
を
守
る

（
六
）楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
活
発
な
意
見
交

　
　
換
を
行
う
。

と
い
う
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
・
今
後
の
予
定

平
成
27
年
　

９
月
７
日　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
会

９
月
29
日　
市
更
生
保
護
女
性
会
役
員
会

11
月
６
日　
県
更
生
保
護
大
会

11
月
25
日　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
員
研
修
会

12
月
８
日　
市
更
生
保
護
女
性
会
理
事
研
修
会

　
　
　
　
　
（
富
山
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
）

平
成
28
年

２
月
26
日　
市
更
生
保
護
女
性
会
研
修
会

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道　
古　
正　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草　
野　
憲　
恵

◆
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松　
井　
光　
子

◆
富
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前　
田　
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川　
東　
睦　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多　
賀　
敏　
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川　
口　
泰　
子
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小
　
杉
　
地
　
区

　
「
今
の
時
期
っ
て
、
何
が
一
番
美
味
し
い

か
ね
え
～
」「
暑
い
時
期
だ
か
ら
夏
バ
テ
し

な
い
よ
う
に
ス
タ
ミ
ナ
の
つ
く
も
の
で
」

「
炒
め
て
か
ら
煮
る
と
コ
ク
が
で
る
よ
～
」　

　

こ
れ
は
、
養
得
園
の
給
食
活
動
の
献
立
作

り
を
し
て
い
る
場
面
で
す
。
入
所
者
の
方
々

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
美
味
し
く
て
し
か

も
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
い
か
に
感
じ
て
も
ら

え
る
か
み
ん
な
真
剣
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

献
立
が
決
ま
れ
ば
、
次
は
担
当
決
め
。
私

達
の
地
区
で
は
、
ご
飯
と
汁
物
以
外
は
各
家

庭
の
味
で
作
っ
て
き
て
持
ち
寄
り
ま
す
。
更

女
四
年
目
の
私
は
、
昨
年
ま
で

米
研
ぎ
と
盛
り
付
け
専
門
で

し
た
。
し
か
し
今
年
は
い
よ

い
よ
調
理
デ
ビ
ュ
ー
。
漬
物

と
デ
ザ
ー
ト
係
で
す
。
漬
物

は
切
り
漬
け
で
、
季
節
の
新

鮮
な
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
。
生
姜
や
み
ょ
う
が
や
、
し
そ
の
葉
も
入

れ
て
香
り
良
く
し
よ
う
。
デ
ザ
ー
ト
は
ひ
ん

や
り
冷
た
い
も
の
で
。
高
齢
者
も
多
い
と
聞

く
か
ら
、
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
取

れ
る
よ
う
に
牛
乳
寒
天
に
で
も
し
よ
う
か
。

で
も
牛
乳
嫌
い
の
人
は
大
丈
夫
か
な
。
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
ゼ
リ
ー
も
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ら
い

い
か
な
…
…
。
一
生
懸
命
に
考
え
て
、
心
を

こ
め
て
作
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
給
食
作
り
は
、
作
ら
せ
て
頂

く
だ
け
で
な
く
自
分
に
と
っ
て
も
有
意
義
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
居
　
ア
ツ
子

　

保
護
観
察
所
か
ら
、
社
会
貢
献
活
動
へ

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
実
施
場
所
は
七

美
こ
と
ぶ
き
苑
で
し
た
。

　

辞
書
に
よ
れ
ば
、
貢
献
と
は
「
力
を
尽

く
し
て
役
に
立
つ
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
は
、
地
域
社
会
の
役
に
立

つ
活
動
を
行
う
体
験
を
通
じ
て
、
人
の
役

に
立
て
る
と
い
う
感
情
や
社
会
の
ル
ー
ル

を
守
る
意
識
を
育
み
、
立
ち
直
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
観
察
官
や
保
護
司
の
方
々
に
加

り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。内
容
は
お
菓
子
の
配
膳
、

浴
槽
及
び
車
い
す
の
清
掃
で
し
た
。私
は
、

お
菓
子
配
膳
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

お
菓
子
は
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
さ

ん
四
十
名
余
り
の
方
そ
れ
ぞ
れ
の
体
調

（
糖
分
・
塩
分
）等
に
合
わ
せ
て
気
配
り
さ

れ
て
い
ま
す
。
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
介

護
士
さ
ん
の
指
導
も
あ
り
、無
事
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。保
護
司
の
方
々

も
、与
え
ら
れ
た
活
動
分
担
を
一
生
懸
命

や
っ
て
お
ら
れ
る
姿
勢
は
、何
事
に
も
変
え

難
い
行
動
の
表
れ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

初
め
て
出
会
っ
た
人
も
交
わ
っ
て
の
活

動
な
の
で
、
少
し
不
安
も
あ
り
心
配
し
ま

し
た
が
、
少
し
の
違
和
感
も
な
く
終
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

◆
地
区
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　
養
得
園
の
給
食
活
動
か
ら

◆
社
会
貢
献
活
動
に

　
　
　
　
参
加
し
て

■
射
水
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り
　
こ
こ
ま
で
　

活
動
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
第
一
に
、
仲
間
と
楽
し
い
会

話
が
持
て
る
こ
と
で
す
。
献
立
作
り
の
は
ず

が
い
つ
の
間
に
や
ら
食
べ
物
談
義
や
我
が
家

の
自
慢
料
理
に
な
り
、
ま
た
家
族
や
旅
行
の

話
に
な
っ
た
り
。
話
が
弾
み
互
い
に
色
々
知

り
合
え
て
人
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
養
得
園
の
施
設
長
さ
ん
か
ら
話

が
聞
け
る
こ
と
で
す
。
普
段
は
な
か
な
か
知

る
こ
と
の
で
き
な
い
入
所
者
の
方
々
の
様
子

や
施
設
の
現
状
を
わ
か
り
易
く
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
再
犯
の
増
大
や
高
齢
化
。
犯
罪

を
犯
し
た
人
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
人
も

多
く
、
部
屋
を
整
理
整
頓
す
る
、
ゴ
ミ
の
分

別
を
す
る
な
ど
社
会
生
活
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
ま
で
も
教
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
集
団
生

活
に
な
じ
め
な
い
人
も
多
い
の

で
、
対
人
関
係
の
調
整
や
専
門

家
の
援
助
を
得
る
こ
と
も
。
再

犯
を
防
止
し
、
社
会
の
一
員
と

し
て
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
指
導

援
助
に
あ
た
っ
て
い
る
等
な
ど
。

　

意
外
な
こ
と
も
多
々
あ
り
、
私
に
と
っ

て
、
自
立
更
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
の

実
際
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
温
か
い
愛
あ
る
家
庭
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
今
さ
ら
な
が
ら
痛
感
し

ま
す
。
と
同
時
に
、私
の
『
ほ
っ
と
け
な
い
』

心
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
自
問
自
答
も
。

こ
の
活
動
は
、
自
分
自
身
を
省
み
る
機
会

で
も
あ
り
『
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
で
き

る
更
女
』
で
あ
り
た
い
と
頑
張
る
気
持
ち

が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

（5）平成28年２月１日発行 第20号



射　水　更　生　保　護
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
日
、
群
馬

県
沼
田
利
根
保
護
司
会
の
皆
様
が
「
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射
水
」
の

視
察
に
み
え
ま
し
た
。
ま
ず
駐
在
場
所
、

面
接
や
会
議
に
使
っ
て
い
る
和
室
を
見

学
、
そ
の
後
、
大
門
庁
舎
の
会
議
室
に

て
企
画
調
整
保
護
司
と
懇
談
会
・
質
疑

応
答
を
行
な
い
ま
し
た
。
以
前
沼
田
利

根
担
当
官
で
あ
っ
た
ご
縁
で
、
富
山
保

護
観
察
所
の
中
澤
企
画
調
整
課
長
に
も

ご
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

沼
田
利
根
保
護
司
会
は
定
数
四
十
六

名
、
本
年
十
月
一
日
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
所
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

質
問
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
、
運
営
資
金
の
や
り
繰
り
、
行

政
か
ら
の
助
成
金
、
企
画
調
整
保
護
司

の
人
数
、
駐
在
日
程
の
調
整
、
企
画
調

整
保
護
司
会
議
の
回
数
や
内
容
な
ど
か

ら
、
学
校
と
の
連
携
に

お
け
る
射
水
の
学
校
部

会
の
活
動
、
協
力
雇
用

主
会
、
更
生
保
護
事
業

協
会
、
更
生
保
護
女
性

会
の
活
動
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

沼
田
利
根
保
護
司
会

の
活
動
も
紹
介
い
た
だ

き
、
互
い
に
参
考
に
な
る

事
も
多
く
中
身
が
濃
い

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
沼
田
利
根
保
護
司
会
来
訪

　

残
さ
れ
た
任
期
が
少
な
く
な
る
今
日
こ
の

ご
ろ
、
ま
わ
り
の
人
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
長
く
や
っ
て
こ
ら
れ
て
の
感
想
は
如
何
で

す
か
」
と
時
折
尋
ね
ら
れ
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
「
初
め
の
頃
は
」
わ

け
も
わ
か
ら
ず
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
や
っ
て
い
た

感
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
、
人
と
逢
う
の
が
楽

し
く
な
り
、
こ
れ
が
生
活

の
一
部
に
も
な
っ
て
行
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
の
頃
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
言
う
言
葉
は
余

り
使
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
社

会
奉
仕
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
明
確
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
登
場
し
て
き
た
の

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を

境
目
に
し
て
、
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
に
出
た
の
が
始

ま
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

新
潟
大
地
震
、
若
狭
湾
の

ナ
ホ
ト
カ
号
に
よ
る
重
油

流
出
事
故
と
続
き
、
そ
し

て
記
憶
に
新
し
い
東
日
本

大
震
災
で
し
た
。

　

日
本
国
民
の
意
識
が
、
普
段
の
慣
習
に

従
っ
た
行
動
と
は
異
な
る
事
態
が
生
じ
た

時
、
そ
こ
か
ら
外
れ
て
独
自
の
行
動
が
い
か

に
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
か
又
、
自
分
の
力

の
及
ぶ
範
囲
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
は
、
工
業
化
社
会
か
ら
情
報
化

社
会
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
私
達
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
又
、
同
様
の
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
人
が

何
に
価
値
を
見
い
出
す
か

は
、
そ
の
人
が
自
分
で
決

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

情
報
と
の
関
係
で
言
う
な

ら
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

と
っ
て
の
報
酬
は
、「
情

報
を
も
ら
う
」
と
言
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
個
々
で

は
、「
耳
よ
り
な
話
が
あ

り
ま
す
よ
」
と
い
う
よ
う

な
、
す
で
に
あ
る
情
報
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

得
を
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
自
分
が
始
め
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
そ
の
人
な
り

の
反
応
に
寄
っ
て
受
け
止

め
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

で
交
流
が
生
ま
れ
、
情
報

が
発
生
す
る
現
場
に
立
ち

会
う
と
い
う
こ
と
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
の
報
酬
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
任
期
を

精
一
杯
楽
し
く
、
悔
い
の
な
き
も
の
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
射
水
」
だ
よ
り

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
雑
感
」

　
三
　
宅
　
陸
　
夫
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▼

　
愛
知
県
千
種
保
護
区
保
護
司
会
よ
り

　
　
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
が
来
訪
?!

▲　沼田利根保護司会長

▲　左端：中澤企画調整課長

▲　沼田利根更女会員



◇
　
部
会
だ
よ
り
　
◇

射　水　更　生　保　護

◇
総
務
部
会

　

新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
総
務
部
会
＝

理
事
会
を
三
回
、
会
長
・
副
会
長
・
事

務
局
で
構
成
す
る
三
役
会
を
九
回
開
催

し
、
保
護
司
会
の
運
営
や
諸
問
題
を
競

技
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
事
と
し
て
、「
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
射
水
」
を
核
と
し
て
、
射
水

保
護
司
会
の
活
道
が
よ
り
充
実
し
、
全

国
保
護
司
会
連
盟
の
先
駆
的
・
モ
デ
ル

的
事
業
に
対
す
る
助
成
を
三
年
連
続
で

受
け
た
こ
と
や
群
馬
県
沼
田
利
根
保
護

司
会
や
県
内
保
護
司
会
の
視
察
が
相
次

ぎ
、
わ
た
し
た
ち
の
活
動
が
広
く
県
内

外
に
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

◇
学
校
部
会

　

十
月
四
日
（
日
）、
新
湊
中
央
文
化

会
館
で
第
六
十
五
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
小
・

中
学
校
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
文
、
ポ
ス

タ
ー
、
標
語
か
ら
優
秀
作
品
三
十
五
点

が
選
ば
れ
、
射
水
市
推
進
委
委
員
長
の

夏
野
元
志
市
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
市
内
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
が

作
品
応
募
を
通
し
て
、
非
行
や
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
協
力
組
織
部
会

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
一
日
富
山
刑

務
所
職
業
訓
練
見
学
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
科
の
実
技

実
施
状
況
や
木
工
の
実
施
状
況
な
ど
、

テ
キ
パ
キ
作
業
し
て
い
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
資

格
が
あ
れ
ば
、
就
職
し
易
い
と
の
こ
と
。

資
格
取
得
だ
け
で
な
く
、相
手
の
心
に
な
っ

て
社
会
復
帰
す
る
こ
と
も
学
ぶ
そ
う
で
す
。

　

施
設
内
で
は
朝
六
時
三
十
分
起
床
、
朝

食
、
工
場
へ
。
七
時
五
十
分
作
業
開
始

四
時
五
十
分
ま
で
の
八
時
間
勤
務
で
、
規

則
正
し
い
生
活
が
送
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
刑
務
所
出
所
者
の
就
労
支
援

報
告
も
あ
り
、
就
労
支
援
に
至
っ
た
方

二
十
七
名
。
そ
の
う
ち
協
力
雇
用
主
の

も
と
で
雇
用
十
九
名
と
か
。
逆
に
勤
労

に
至
っ
て
い
な
い
方
十
四
名
、
内
自
己

就
職
九
名
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
世
に
生

を
受
け
、
今
を

生
き
て
い
る
す

べ
て
の
人
達
は

「
働
か
ざ
る
も

の
食
う
べ
か
ら

ず
」
で
す
。
何

事
も
一
生
懸
命

と
肝
に
銘
じ
、

今
一
度
の
ス

タ
ー
ト
を
と
願

い
ま
す
。

◇
研
修
部
会

　

十
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
：

保
護
観
察
）
に
向
け
て

　

二
十
七
年
度
地
域
処
遇
会
議
（
二
回

開
催
）
に
保
護
司
と
し
て
体
験
さ
れ
た

貴
重
な
御
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
編
集
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
一
人
一
人
の
人

間
ド
ラ
マ
の
１
コ
マ
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
ど
う
編
集
す
る
か
難
し
い
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後

は
実
行
委
員
会
で
精
査
さ
れ
て
い
き
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
保
護
司
・
保
護
司

会
の
在
り
方
を
議
論
す
る
資
料
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
保
護
観
察
が
、
立
ち
直
り

に
繋
が
っ
て
い
く
た
め
に
も
記
念
事
業

の
準
備
は
し
っ
か
り
進
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

◇
地
域
活
動
部
会

　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

保
護
司
・
保
護
司
会
が
、
地
域
の
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

で
更
生
保
護
活
動
を
行
う
た
め
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
の
県
地
域
活
動
部
会
協
議
会
に

お
い
て
「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
開
所
さ
れ
て
い
る
保
護
区
か

ら
、
企
画
調
整
保
護
司
が
少
な
く
駐
在

の
割
り
振
り
や
保
護
観
察
所
へ
の
請
求

書
類
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
射
水
保
護
区
で
は
、
企
画

調
整
保
護
司
が
二
十
名
を
超
え
て
お
り
、

一
週
間
に
一
回
（
月
～
金
曜
日
）、
半
日

単
位
で
の
駐
在
で
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

◇
広
報
部
会

　

学
校
部
会
と
協
力
し
、
射
水
市
作
品
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
集
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

射
水
保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
はhttp://hogosi.com

 

で

す
）で
随
時
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
秋
の
褒
章
　

　
　
　
　  

藍
綬
褒
章　

大
伴　

せ
つ
子

更
生
保
護
大
会
授
彰
者
　

○
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　

藍
口　

信
子
／
境　
　

文
夫

　

塚
本　

秀
樹
／
林　
　

弥
生

○
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

池
内　

興
舟
／
片
林　

政
敏

　

栗
原　
　

彰

○
富
山
保
護
観
察
所
長
表
彰

　

本
江　

重
吉
／
室
田　

清
一

　

森
田
ひ
と
み

○
富
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

旭　
　

邦
彦　

○
富
山
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

境　
　

敏
政
／
島
田　

公
志

　

山
崎　

次
平

○
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

　
（
更
生
保
護
協
力
者
）

　

射
水
市
中
学
校
校
長
会

　

射
水
市
小
学
校
校
長
会

◇
射
水
市
合
併
十
周
年
記
念
特
別
表
彰

　

射
水
保
護
司
会

◇
射
水
市
政
功
労
者
表
彰

　

五
十
嵐
繁
久
／
谷
口　

繁
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射　水　更　生　保　護

平
成
27
年

８
月
５
日　

企
画
調
整
保
護
司
会
議

　
　

６
日　

県
就
労
支
援
推
進
協
議
会
、

　
　
　
　
　

刑
務
所
出
所
者
等
就
労
支
援
事
業

　
　
　
　
　

協
議
会

　
　

25
日　

定
例
研
修
・
自
主
研
修
会

　
　
　
　
　

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会

　
　

28
日　

県
協
力
組
織
部
会
協
議
会

９
月
３
日　

県
研
修
部
会
協
議
会

　
　

15
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
金
山
小
）

　
　

27
日　

第
２
回
地
域
処
遇
会
議

10
月
４
日　

第
65
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　

射
水
市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
　

８
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
指
導
員
会
議

　
　

16
日　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
議
会

　
　

20
日　

10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　

29
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
島
小
）

　
　
　
　
　

県
社
会
福
祉
大
会

11
月
１
日　

射
水
市
合
併
十
周
年
記
念
式
典

　
　

６
日　

県
更
生
保
護
大
会

　
　

10
日　

第
３
回
理
事
会

　
　

16
日　

保
護
司
特
別
研
修

　
　
　
　
　

社
会
貢
献
に
つ
い
て

　
　

17
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
作
道
小
）

　
　

18
日　

射
水
市
社
会
福
祉
大
会

　
　

22
日　

射
水
保
護
司
会
更
生
保
護
特
別
講
座

　
　
　
　
　

講
師　

尾
田
清
貴
氏

　
　
　
　
　

「
み
ん
な
で
考
え
る
高
齢
者
の

　
　
　
　
　

万
引
き
防
止
」

　
　

25
日　

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
大
会

　
　

27
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
太
閤
山
小
）

12
月
１
日　

定
例
研
修
会
・
自
主
研
修
会

　
　

２
日　

沼
田
利
根
保
護
司
会
来
訪

　
　

15
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
　
　
　
　

（
新
湊
小
12
月
18
日
保
護
司
活
動

　
　
　
　
　

推
進
研
究
会
（
東
京
）

　
　

26
日　

企
画
調
整
保
護
司
会
議

平
成
28
年

１
月
13
日　

社
会
貢
献
活
動
（
こ
と
ぶ
き
苑
）

　
　

14
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
中
太
閤
山
小
）

　
　

17
日　

中
新
川
保
護
司
会
視
察
来
訪

　
　

21
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
門
小
）

　
　

24
日　

大
伴
せ
つ
子
さ
ん
藍
綬
褒
章
授
章

　
　
　
　
　

祝
賀
会

　
　

26
日　

白
山
野
々
市
保
護
司
会
視
察
来
訪

２
月
５
日　

県
広
報
部
会
協
議
会

　
　

８
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
片
口
小
）

　
　

９
日　

定
例
研
修
・
自
主
研
修
会

　
　
　
　
　

新
任
・
退
任
保
護
司
歓
送
迎
会

　
　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
塚
原
小
）

　
　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
歌
の
森
小
）

　
　

12
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
堀
岡
小
）

　
　

16
日　

更
生
保
護
相
談
・
定
期
駐
在

　
　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
下
村
）

　
　

17
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
小
杉
）

　

私
が
保
護
司
を
拝
命
し
た
の
は

平
成
三
年
。
失
敗
を
く
り
返
し
な
が

ら
、
早
く
も
二
十
四
年
の
月
日
が
流

れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
と
は
？
と
単
純
な
疑
問
を
抱

い
て
い
ま
し
た
が
、「
な
せ
ば
成
る
」

と
い
う
思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

最
初
に
担
当
し
た
の
は
交
通
事
犯
の

少
年
で
し
た
。
来
訪
、
往
訪
と
も
き
ち

ん
と
こ
な
し
ま
し
た
。
少
年
は
塗
装
工

と
し
て
真
面
目
に
働
き
、
半
年
で
解
除

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
担
当
し
た
の
は
十
五
歳
の
少
女

で
、
最
初
の
頃
は
反
抗
期
な
の
か
、
他

人
を
信
じ
る
心
に
欠
け
攻
撃
的
な
態
度

で
し
た
。
私
は
本
人
と
の
距
離
を
ち
ぢ

め
る
べ
く
、
一
緒
に
行
動
す
る
機
会
を

つ
く
り
ま
し
た
。「
三
つ
叱
っ
て
五
つ

ほ
め
、
七
つ
諭
し
て
子
は
育
つ
」
と
言

わ
れ
る
如
く
、
互
い
の
心
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
と
の
思
い
で
接
し
ま
し
た
。

次
第
に
か
た
く
な
だ
っ
た
心
が
打
ち
解

け
て
い
き
、
悩
み
を
話
し
て
く
れ
る
よ

う
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
他
の
担
当
者
で
解
除
さ
れ
た
喜

び
の
手
紙
を
く
れ
た
三
十
代
の
女
性
も

あ
り
、
時
に
は
「
誕
生
日
お
め
で
と
う
」

と
電
話
を
く
れ
た
少
年
も
い
て
、
素
直

に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
環
境
の
違
う
対
象
者
と

の
短
期
間
で
の
心
の
交
流
は
難
し
い
と

感
じ
な
が
ら
も
、
一
喜
一
憂
し
、
退
任

す
る
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
観
察
所
の
方
々

他
、
家
族
や
周
囲
の
皆
様
に
助
け
て
頂

い
た
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
最
近
話
題
の
映
画
「
人
生

の
約
束
」
を
観
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
人
と
人
と
の
繋
が
り
や
絆
が
描
か
れ

て
お
り
、
自
分
が
保
護
司
と
し
て
携
っ

て
き
た
二
十
四
年
間
も
、
そ
こ
に
繋
が

る
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

◇
射
水
保
護
司
会
事
務
局
日
誌
◇

◇
保
護
司
の
異
動
・
退
任
◇

◇
新
任
保
護
司

　
　
　
矢　
野　
善　
治
（
27
年
12
月
21
日
付
）

　
　
　
中　
島　
正　
治
（　
　
　
〃　
　
　

）

◇
退
任
保
護
司

　
　
　
中　
村　
奈
千
代
（
27
年
９
月
１
日
付
）

　
　
　
大　
伴　
せ
つ
子
（
27
年
12
月
20
日
付
）

退
任
に
寄
せ
て

平成28年２月１日発行（8）第20号

　

射
水
保
護
司
会
が
合
併
十
年
を
迎
え
、
今
後
と
も
地
域
の
皆

様
に
更
生
保
護
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
保
護
司
会
活

動
を
未
来
に
つ
な
げ
る
と
い
う
思
い
で
、
更
生
保
護
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
今
年
秋
に
予
定
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
そ
の
節

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　編集後記　◇

大
　
伴
　
せ
つ
子

▲ 10周年記念表彰状


